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「
じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
な
い
」、

「
友
だ
ち
と
う
ま
く
遊
べ
な
い
」、

「
読
む
、
書
く
、
計
算
が
極
端
に

苦
手
」
な
ど
、
子
ど
も
の
発
達
に

不
安
を
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

子
ど
も
の
成
長
に
は
個
人
差
が

あ
り
、
不
安
の
多
く
は
解
消
す
る

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
原
因
が「
発

達
障
が
い
」
と
い
う
脳
機
能
の
障

が
い
で
あ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
発
達
に
つ
ま
ず
き
を
抱

え
る
人
や
そ
の
家
族
を
社
会
全
体

で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

発達障がいをご存知ですか？
共に生き、共に育つまちづくりを目指して

発達障がいの定義
法律・制度的には…

　発達障がいは、平成１７年に施行された「発達障害者支援法」により、「自閉症」、

「アスペルガー症候群」、「学習障がい（ＬＤ）」、「注意欠陥／多動性障がい（ＡＤ

／ＨＤ）」などに類する脳機能の障がいで、その症状が通常低年齢で発現するも

のとして政令で定めるもの、と定義されています。

医学的には…

　ＤＳＭ－５（米国精神医学会の「精神疾患の診断・統計マニュアル」の最新版）では、

「神経発達障がい」という大分類の中に含まれています。平成２５年５月の改訂によ

り、「広汎性発達障がい」に替わり「自閉症スペクトラム障がい」が採用されました。

　これに伴い、下位分類の「自閉性障がい」「アスペルガー障がい」「特定不能の広

汎性発達障がい」は廃止されました。

問 子ども家庭課（あ２２－８１００／い２２－７０２０）

発
達
障
が
い
っ
て

な
ん
だ
ろ
う

　

発
達
障
が
い
は
生
ま
れ
な
が
ら
の
脳

の
特
徴
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

広
い
意
味
で
は「
個
性
」で
す
が
、
周

囲
の
人
た
ち
の
理
解
や
、
子
ど
も
の
発

達
を
促
す
た
め
、
生
涯
を
通
じ
た
一
貫

し
た
支
援
が
必
要
な「
個
性
」と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

発
達
障
が
い
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
、

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
障
が
い（
Ａ
Ｓ

Ｄ
）を
は
じ
め
、
注
意
欠
陥
／
多
動
性
障

が
い（
Ａ
Ｄ
／
Ｈ
Ｄ
）、
学
習
障
が
い（
Ｌ

Ｄ
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

障
が
い
の
種
類
は
、
明
確
に
分
け
て

診
断
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
同
じ
診
断

名
で
も
、
そ
の
人
の
個
性
や
発
達
の
状

況
、
年
齢
や
、
暮
ら
す
環
境
な
ど
に
よ

り
、
目
に
見
え
る
症
状
は
違
い
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
苦

手
な
こ
と
が
多
く
、
集
団
の
中
に
入
る

と
、
い
ろ
い
ろ
な
問
題
や
困
っ
た
こ
と

に
直
面
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

周
囲
が
障
が
い
を
理
解
し
、
適
切
な

サ
ポ
ー
ト
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

理
解
す
る

障がいごとの特徴がそれぞれ少しずつ重なり合う場合も多く、
明確に分けることは難しい。

それぞれの障がいの特性

自閉症スペクトラム障がい自閉症スペクトラム障がい
（ＡＳＤ）（ＡＳＤ）

••  コミュニケーション・対コミュニケーション・対
人関係・社会性の発達の人関係・社会性の発達の
遅れや偏り遅れや偏り
••  パターン化した行動、こパターン化した行動、こ
だわり、趣味・興味の偏りだわり、趣味・興味の偏り

注意欠陥／多動性障がい注意欠陥／多動性障がい
（ＡＤ／ＨＤ）（ＡＤ／ＨＤ）

•• 不注意（集中できない） 不注意（集中できない）
•• 多 多動・多弁（じっとして動・多弁（じっとして
いられない）いられない）

•• 衝動的に行動する（考え 衝動的に行動する（考え
るよりも先に動く）るよりも先に動く）

学習障がい（ＬＤ）
「読む」「書く」「計算する」な
どの能力が、全体的な知的
発達に比べて極端に苦手

知的な遅れを伴うこともある
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気
付
い
た

そ
の
後
は
…　

安
心
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

　

も
し
も
、
子
ど
も
が
困
っ
て
い
る
様

子
で
あ
れ
ば
、
何
が
原
因
な
の
か
を
見

つ
け
、
そ
の
子
ら
し
さ
を
発
揮
し
や
す

い
状
況
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

好
き
な
こ
と
や
嫌
い
な
こ
と
、得
意
・

不
得
意
な
こ
と
は
何
か
を
知
り
、
環
境

を
整
え
る
と
、
ス
ト
レ
ス
や
失
敗
が
軽

減
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
子
が
安
心
で
き
る
環
境
を
つ

く
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

わ
か
り
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

　

ど
の
よ
う
な
工
夫
を
す
れ
ば
子
ど
も

が
行
動
し
や
す
い
の
か
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

子
ど
も
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
、

行
動
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
こ
と
に

よ
り
、力
が
発
揮
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

•
見
て
わ
か
る
よ
う
に
す
る

• 

見
通
し
が
つ
く
よ
う
に
予
告
し
た

り
、
手
順
な
ど
を
明
確
に
す
る

•
具
体
的
に
伝
え
る

こ
こ
ろ
の
育
ち
を
支
え
る

　

好
き
な
こ
と
や
得
意
な
こ
と
な
ど
を

利
用
し
て
、「
や
っ
て
み
た
い
」、「
で

き
る
ん
だ
」
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
ま

し
ょ
う
。

日
常
生
活
で
の

気
に
な
る
行
動

　

「
発
達
障
が
い
が
あ
る
か
な
い
か
」は
、

外
見
で
は
わ
か
り
に
く
い
障
が
い
で
あ

る
た
め
、
す
ぐ
に
は
見
分
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
周
囲
か
ら
は
、
努
力

不
足
、
わ
が
ま
ま
、
し
つ
け
が
で
き
て

い
な
い
、
な
ど
と
誤
解
さ
れ
や
す
く
、

本
人
に
は
全
く
悪
意
が
な
い
の
に
、
結

果
的
に
ト
ラ
ブ
ル
を
招
い
て
し
ま
う
…

と
い
っ
た
こ
と
が
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
本
人
が
一
番
困
っ
て
い
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
で
は
、
発
達
障
が
い
に
よ
く
あ

る
行
動
や
反
応
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
行
動
は
、
一
つ
だ
け
あ
て

は
ま
る
か
ら
と
い
っ
て
発
達
障
が
い
と
い

う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
つ
か
あ

て
は
ま
る
こ
と
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

気
づ
く

支
援
す
る

自閉症

学習障がい

よくある行動・反応

•危険が分からない
• 状況に関係ない突飛な行動
をする

• 特定の音を嫌がる
• こだわりがあり、止め
られると嫌がる

• 衝動性が抑えられず、
ささいなことで手を出
してしまったり、大声
を出したりする

• 落ち着きがなく、じっとし
ていられない

•手をひらひらさせる
•体を前後にゆする
• ぴょんぴょん跳ねる
などの独特な行動

注意欠陥／多動性障がい

• こちらの言っていることが伝わ
りにくい
•返事がない
•オウム返しの言葉

お
な
ま
え
は

お
名
前
は
？

• 体に触れられるのが嫌いな人
もある
•奇声を発する
• 意味不明のことを一人でし
ゃべる

＋○△※△＆×□

※？○＄％□

• 読む、書く、計算す
ることが極端に苦手

え
っ
と
…

う
〜
ん
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すぐできる！目で見てわかる工夫

気
づ
き
を
支
援
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う

　

落
ち
着
き
が
な
い
、
友
達
と
う
ま
く

遊
べ
な
い
、
会
話
に
な
り
に
く
い
、
か

ん
し
ゃ
く
を
よ
く
お
こ
す
、
な
ど
、
大

き
く
な
っ
て
か
ら
も
、
本
人
に
悪
意
は

な
い
の
に
人
と
の
関
係
や
集
団
生
活
が

う
ま
く
い
か
ず
困
る
、
と
い
う
こ
と
は

誰
に
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
何
ら
か
の
育
て
に
く
さ
、

関
わ
り
に
く
さ
は
、
本
人
か
ら
の
気
づ

い
て
ほ
し
い
、
と
い
う
サ
イ
ン
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
は
、
保
育
士
、
保

健
師
、
児
童
指
導
員
な
ど
へ
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

発
達
障
が
い
を
め
ぐ
る
動
き

　

倉
吉
市
で
は
、
発
達
に
つ
ま
ず
き
を

抱
え
る
人
や
そ
の
家
族
を
、
乳
幼
児
期

か
ら
継
続
的
に
支
援
し
、
社
会
全
体
で

支
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
専
門
機
関

と
と
も
に
、
保
健
師
、
児
童
指
導
員
な

ど
が
、
保
育
園
・
幼
稚
園
、
学
校
な
ど

へ
直
接
出
向
い
て
相
談
に
の
っ
た
り
、

子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
を
保
護
者
と
一

緒
に
な
っ
て
考
え
る
機
会
を
設
け
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
発
達
を
支
援
し
て

い
く
あ
ら
ゆ
る
機
関
が
連
携
し
、
相
談

支
援
の
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

周
囲
が
発
達
障
が
い
を
理
解
し
て
、

日
常
の
支
援
や
、
育
ち
を
応
援
す
る
こ

と
で
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
は

確
実
に
成
長
し
て
い
き
、
将
来
的
に
は

そ
の
人
な
り
の
自
立
し
た
豊
か
な
社
会

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
人
は
何
が
で

き
、
何
が
苦
手
で
、
ど
ん
な
魅
力
が
あ

る
の
か
、
と
い
う「
そ
の
人
」自
身
に
目

を
向
け
る
こ
と
で
す
。
そ
の
人
に
合
っ

た
支
援
が
あ
れ
ば
、
誰
も
が
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
け
ま
す
。

　

発
達
障
が
い
を
理
解
し
、
社
会
全
体

で
支
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

相
談
す
る

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

暮
ら
し
や
す
く

　

発
達
障
が
い
の
人
の
多
く
は
、
言
葉

で
言
わ
れ
る
よ
り
も
、
目
で
見
て
わ
か

る
情
報
の
方
が
理
解
し
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
写
真
や
絵
な
ど
を
添
え

て
説
明
し
て
あ
げ
る
と
理
解
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

目
で
見
て
わ
か
る
工
夫
は
、案
外「
そ

ん
な
こ
と
か
！
」
と
、
す
ぐ
に
で
も
で

き
る
身
近
な
こ
と
で
す
。

　

保
育
園
な
ど
で
行
っ
て
い
る
工
夫
の

例
を
紹
介
し
ま
す
。

どこにかたづけるか、ラベルを貼っておきます。

写真が貼ってあるとさらにわかりやすいですね。

時間のお知らせ
時計はまだ読めなくても、してほしい

時間の数字の所にその子の好きな色

でシールを貼ります。

部屋などで

か
た
づ
け
る
場
所

が
分
か
り
や
す
く
、

す
っ
き
り
整
理
整

頓
で
き
ま
し
た
！

時
間
が
近
づ
い
て
き

た
時
を
見
は
か
ら
っ

て
時
計
を
見
る
こ
と

を
促
す
と
、
見
通
し

が
つ
く
よ
う
で
す

棚におもちゃをかたづける

スリッパを脱ぐ場所をテープで囲い、そろえ
方がわかるように足型テープを貼ります。

スリッパをそろえる
トイレなどで

ス
リ
ッ
パ
の
片
づ
け
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、

い
つ
で
も
ト
イ
レ
が

ス
ッ
キ
リ
と
整
理
さ
れ

て
い
ま
す
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４月２日は国連が定めた
世界自閉症啓発デー、
４月２日から８日は
発達障害啓発週間です

　毎年、世界自閉症啓発デー

の４月２日から８日を発達障

害啓発週間として、シンポジ

ウムの開催やランドマークの

ブルーライトアップなどが行

われています。

　自閉症をはじめとする発達

障がいについて知ること、理

解することは、発達障がいの

ある人だけでなく、誰もが幸

せに暮らすことができる社会

の実現につながるものではな

いでしょうか。

　倉吉市では自閉症・発達障

がいについてよく分かる本や

市内の相談機関などを紹介す

る展示を行っています。

【ところ】倉吉市立図書館

【とき】４月２２日（火）まで

お気軽にご相談を！
　家庭や保育園・幼稚園、学校、社会などで何か悩んでいることがあれば、まずはご相談ください。

◇市役所の相談窓口

乳幼児期の相談 保健センター あ２６－５６７０

子どもの発達相談

子ども家庭課 あ２２－８２２０

子育て総合支援センター「おひさま」
※相談日時： 火～土曜日

午前９時３０分～午後４時
あ２２－３９１４

教育相談 学校教育課 あ２２－８１６６

障がいに関する相談 福祉課 あ２２－８１１８

◇発達障がいのある人や、その家族、または関係する人の相談窓口※年齢は問いません

『エール』
鳥取県発達障がい者支援センター

みどり町３５６４－１
(県立皆成学園内）

あ２２－７２０８

※ 発達障がいのある子ども（人）とその家族が豊かな地域生活を送れるように、さまざまな相談支援、発達支援、就労支援、普及・

啓発研修などを行っています。

◇先輩保護者が相談相手になります

ペアレントメンター鳥取
※相談日時： 月曜～金曜

午前１０時～午後２時
鳥取市瓦町６０１ あ ０８５７－３０－０６７０

※ ペアレントメンターとは、同じ自閉症・発達障がいのある子どもを持つ保護者が相談相手となり、悩みを共感したり、自
分の子育て経験を通して子どもへの関わり方などを助言したりする先輩保護者のことです。

※ 先輩保護者から子育てなどに関する経験談を聞くことは、これから子どもにどのような準備をしていったらよいかの見通
しが持てるなど、有効です。

※ ペアレントメンターは、専門家ではありません。同じ親としての視点を大切にして、子どもの障がい理解や障がい支援を
行います。

　

昨
年
4
月
か
ら
、
倉
吉
市
に
は
児
童

指
導
員
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
に
保
育
園
・
幼
稚
園
な
ど
を
保
健

師
・
保
育
士
と
訪
問
し
、
家
庭
や
園
生

活
で
の
子
ど
も
や
保
護
者
、
保
育
士
の

困
り
ご
と
の
相
談
や
関
わ
り
方
に
つ
い

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
や
保
育
士
を
対
象
と

し
た
研
修
会
を
通
じ
て
、
関
わ
り
方
に

コ
ツ
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
理
解

者
・
支
援
者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
、

児
童
指
導
員
の
重
要
な
仕
事
で
す
。

　

児
童
指
導
員
の
井
口
妙
子
さ
ん
に
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

子どもの持つ力を最大限に引き出したい

　子どもの育ちは千差万別ですが、誰もが

無限の可能性を秘めています。

　その子が持っている力を最大限に発揮

し、輝き続けるためには、幼児期の早くか

ら１人１人に適した関わり方を積極的に

していくことが必要な場合があります。

　その子に適した関わりを一貫して行う

ことは、単に成長の応援だけではなく、起

こりうる問題も最小限に治めることにも

つながります。

　倉吉市で生まれ

育つ子どもたちが

自分自身に誇りを

もって成長するこ

と、そして保護者

が子育てを楽しい

と思えるお手伝い

をしていきたいと

思っています。
子ども家庭課子ども家庭課
井口妙子 児童指導員井口妙子 児童指導員
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新
た
な
防
災
拠
点
施
設

倉
吉
市
防
災
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
！

　

平
成
26
年
４
月
１
日
、
福
守
町
に
、

待
望
の
倉
吉
市
防
災
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
の
地
震

災
害
や
平
成
23
年
の
台
風
12
号
に
代
表

さ
れ
る
風
水
害
な
ど
、
多
様
な
災
害
が

日
本
各
地
で
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
市
の
防
災
に
向
け
た
さ
ら
な
る
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
防
災
拠
点
は
も
と
よ

り
、
地
域
住
民
と
公
共
機
関
で
協
力
し

て
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
市
民
の
防

災
に
関
す
る
意
識
の
高
揚
と
知
識
の
普

及
を
図
る
た
め
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

■
建
物
の
概
要

住　

所　

福
守
町
４
１
５
番
地
の
２

敷
地
面
積　

約
１
２
，４
２
２
㎡　

建
築
面
積　

約
５
０
４
㎡（
駐
車
場
な
ど
除
く
）

階
数
・
高
さ　

３
階
建
・
約
15
ｍ

総
事
業
費　

４
億
８
千
万
円

　

な
お
、
こ
の
施
設
は
、
鳥
取
中
部
ふ
る
さ

と
広
域
連
合
消
防
局
と
の
合
築
で
、
平
成
27

年
度
に
は
、２
階
と
３
階
に
消
防
局
指
令
課
、

総
務
課
、
予
防
課
、
警
防
課
が
移
転
し
ま
す
。

２階 消防局
・事務室
・会議室など
防災センター
・災害対策室など

３階 消防局
・通信司令室
・消防災害対策室など

１階 防災センター
・水防倉庫
・展示室
・大会議室など
消防局
・消防用車庫

施設の配置イメージ
　１階と２階の一部が倉
吉市防災センター。
　平成２７年度から３階
と２階、１階それぞれに
消防局が移転します。

倉吉道路側から見た外観倉吉道路側から見た外観
防災センター位置図

防災センター

天神川河川天神川河川
防災ステーション防災ステーション

倉吉道路倉吉道路

倉吉スター倉吉スター
　ガーデン　ガーデン

国府川国府川

不入岡不入岡

福守町福守町

西福守町西福守町

不入岡橋不入岡橋



右：国土交通省災害対策車両庫
左：倉吉市防災センター

（7）平成 26.4

■
利
用
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
10
時
ま
で

■
休
館
日

　

 

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）

■
利
用
料
金

　

施
設
利
用
の
際
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
使

用
料
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

施設名

基本使用料

昼　間 夜　間

午前８時30分から
午後５時まで　　

午後５時から
午後10時まで

大会議室 １時間につき
１，２９０円

１時間につき
１，７２０円

中会議室 １時間につき
７５０円

１時間につき
９７０円

小会議室 １時間につき
５４０円

１時間につき
７５０円

※ 　

営
利
目
的
で
の
利
用
、
ま
た
附
属
設
備
な
ど

を
利
用
す
る
と
き
は
、
別
に
料
金
が
発
生
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
倉
吉
市
防
災
セ
ン
タ
ー（
あ
２
４
―
６
９
０
０
）、

防
災
安
全
課（
あ
２
２
―
８
１
６
２
／
い
２
２
―

１
０
８
７
）

■
施
設
の
ご
紹
介

　

施
設
の
１
階
と
２
階
の
一
部
が
倉
吉
市
が

所
管
す
る
倉
吉
市
防
災
セ
ン
タ
ー
で
す
。

【
１
階
部
分
】展
示
室（
約
49
㎡
）、
大
会
議
室

（
約
１
５
０
㎡
）、
水
防
倉
庫（
約
31
㎡
）

【
２
階
部
分
】災
害
対
策
室（
約
40
㎡
）、
情
報

通
信
室（
約
10
㎡
）

　

皆
さ
ん
が
利
用
で
き
る
施
設

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
皆
さ
ん
が
利
用
で
き

る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

【
展
示
室
】

　

防
災
に
関
す
る
物
品
、
パ
ネ
ル
、
書
籍
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
展
示
を
し
て
い
ま
す
。

【
防
災
関
係
資
機
材
の
展
示
】

　

非
常
用
持
ち
出
し
袋
、
救
急
救
助
資
機

材
、
小
型
消
防
ポ
ン
プ
、
発
電
機
、
照
明
器
具
、

簡
易
ト
イ
レ
な
ど

【
子
ど
も
向
け
防
災
教
育
】防
災
カ
ル
タ
、
防

災
に
関
す
る
ゲ
ー
ム
な
ど

【
会
議
室
】

　

１
階
の
大
会
議
室
は
、

１
０
０
人
規
模
の
会
議

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
間
仕
切
り

に
よ
り
中
・
小
会
議
室

と
し
て
利
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の

利
用
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　この施設は、国土交通省の天神川河川防災

ステーション内に、市の防災拠点として整備

したものです。災害時には、水防・消防活動

最前線の現場を指揮・統括する防災拠点とし

て機能します。

　また、大地震にも耐えられるよう設計しま

したので、市庁舎が被災した場合は、市の災

害対策室として機能します。

　そのほかにも、市民の防災意識や知識の普

及に役立てるよう、会議室や展示室、そして

子ども向けの教育教材も用意しました。

　平成２７年度には、ここに消防局が移転し

ます。これにより、災害時の市との連携はも

とより、日常的な消防団員や自主防災組織の

研修などでますます連携が深まります。

　本市では、防災行政無線の改修、戸別受信

機の設置、そしてこのセンター建設など、災

害対策に関するさまざまな取り組みを進めて

きました。今後は、これらの設備を活用し、

市民の皆さんと協力しながら、このまちの安

心・安全を守る取り組みを加速させ、災害に

強いまちづくりを進めたいと思います。

倉吉市総務部長
兼防災調整監

  池田 池田 将将
ま さ とま さ と

登登

大会議室のイメージ大会議室のイメージ

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に



皆さんの生活に直結する制度やイベントを

紹介するコーナーです。

くらよし市政情報

《小中学校の土曜授業が始まります》
「倉吉に誇りと愛着を持つ子どもの育成」のため、全市で取り組みます。

問学校教育課（あ２２―８１６６／い２２―１６３８）

　

倉
吉
市
で
は
、「
倉
吉
に
誇
り
と
愛
着
を

持
つ
子
ど
も
の
育
成
」
を
め
ざ
し
、
子
ど

も
た
ち
が
、
倉
吉
の
人
材
や
歴
史
、
自
然

な
ど
の
財
産
を
も
と
に
、
倉
吉
を「
知
る
・

楽
し
む
・
育
む
」
こ
と
の
で
き
る
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
土
曜
授
業
を
実

施
し
ま
す
。

学
校
週
５
日
制
の
趣
旨
と
課
題

　

現
在
、
小
中
学
校
は
週
５
日
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
家
庭
や
地
域
社
会
で
の
生
活

時
間
を
増
や
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
「
ゆ
と

り
」
の
中
で
、
学
校
、
家
庭
、
そ
し
て
地

域
社
会
が
連
携
し
て
、
子
ど
も
に
社
会
体

験
や
自
然
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

経
験
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
ら
学
び
考
え
る

力
や
豊
か
な
人
間
性
、
健
康
や
体
力
な
ど

た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
む
た
め
の
一

環
で
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

週
５
日
制
は
、
お
お
む
ね
順
調
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
課
題
も

生
じ
て
い
ま
す
。

■ 

子
ど
も
た
ち
が
参
加
す
る
地
域
行
事
、
地

域
活
動
へ
の
取
り
組
み
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
こ
と
が
必
要

■ 

土
曜
日
が
保
護
者
の
休
日
で
は
な
い
家
庭

で
は
、
目
的
な
く
過
ご
し
た
り
、
生
活
リ

ズ
ム
を
乱
し
た
り
す
る
子
ど
も
へ
の
対
応

が
必
要

■ 

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
伴
っ
て
授
業
時

数
が
増
加
し
、
平
日
の
学
習
が
過
密
と
な

る
な
ど
、
児
童
生
徒
の
負
担
が
増
大

全
市
で
取
り
組
む
土
曜
授
業

　

土
曜
授
業
は
、
週
５
日
制
の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
、
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

実
施
方
針

● 

保
護
者
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

● 「
ふ
る
さ
と
学
習
」を
中
心
と
し
て
展
開

し
ま
す
。

● 

加
え
て
中
学
校
で
は
、将
来
を
見
す
え
、

自
分
の
志
を
し
っ
か
り
と
立
て
る
た
め

の
学
習
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め
の
学
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

実
施
方
法

 

● 

実
施
日
は
、
市
内
全
て
の
学
校
で
同
じ

日
と
し
ま
す
。

● 

土
曜
日
の
午
前
中
に
３
時
間
の
授
業
を

実
施
し
ま
す
。

● 

実
施
日
は
、
保
護
者
や
地
域
へ
の
公
開

日
と
し
ま
す
。

● 

授
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
登
校

し
な
い
と
欠
席
に
な
り
ま
す
。

期
待
さ
れ
る
効
果

◇ 

よ
り
多
く
の
保
護
者
や
地
域
の
人
に
学

校
に
来
て
も
ら
え
ま
す
。

◇ 

保
護
者
や
地
域
の
人
の
学
習
活
動
に
対

す
る
協
力
が
得
ら
れ
や
す
く
、
よ
り
効

果
的
な
学
習
活
動
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

◇ 

こ
れ
ま
で
平
日
に
行
っ
て
い
た
学
校
行

事
や
、
地
域
の
高
齢
者
と
の
交
流
会
な

ど
地
域
や
学
校
間
の
交
流
活
動
を
土
曜

日
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
平
日
の
授
業

時
数
の
確
保
や
、
ゆ
と
り
あ
る
時
間
割

編
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◇ 

土
曜
日
の
連
続
し
た
３
時
間
を
使
う
こ

と
で
、
十
分
な
学
習
の
時
間
を
確
保
で

き
ま
す
。

よ
り
有
意
義
な
土
曜
日
に

　

よ
り
豊
か
で
有
意
義
な
土
曜
日
を
実
現

す
る
た
め
、
充
実
し
た
行
事
や
学
習
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

学
校
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平成２６年度土曜授業実施日など平成２６年度土曜授業実施日など

学期 実施日 小学校 中学校

１学期

５月１０日
ー
（※）

○

７月１２日 ○

２学期

９月１３日 ○ ○

１１月１５日 ○ ○

３学期 １月１７日 ○ ○

※ 小学校は、現在の計画を大きく変えることが必
要なため、２学期からの実施となります。

─ 授業の内容（例） ─

■地域に開く学校行事

運動会、音楽会、学習発表会、文化祭など

■保護者・地域の人と一緒にできる活動

地域見学、自然体験、農業体験、高齢者

との交流会、社会人講演会など

■ふるさと学習

郷土めぐりをしよう、地域の産業を学ぼうなど

 （中学校では「くらよし風土記」を活用する）

中
学
校
郷
土
読
本

「
く
ら
よ
し
風
土
記
」
を

刊
行
し
ま
し
た
！

　

（
全
カ
ラ
ー
・
２
０
８
ペ
ー
ジ
）

▲ 倉吉の自然や歴史、文化、人物

などを詳しく掲載し、倉吉を「知

る・楽しむ・育む」ことのでき

る副読本を刊行しました。
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《後期高齢者医療の保険料が変わります》
後期高齢者医療の保険料率改定と、負担軽減について

問医療保険課（あ２２―８１２４／い２２―２９５４）

《７０～７４歳の医療機関での窓口負担が変わります》
新たに７０歳になる人の窓口負担が変更されます。

問医療保険課（あ２２―８１２４／い２２―２９５４）

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

率
が
改
定
さ
れ
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料
率
は
、

支
出（
医
療
給
付
費
な
ど
）
と
収
入（
国

や
県
、
市
町
村
の
負
担
金
、
被
保
険
者

が
納
付
す
る
保
険
料
な
ど
）
を
推
計
し

て
、
２
年
ご
と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

被
保
険
者
数
の
増
加
や
、
医
療
の
高

度
化
な
ど
に
伴
う
医
療
給
付
の
支
出
が

伸
び
る
と
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平

成
26
年
度
・
平
成
27
年
度
の
保
険
料
に

つ
い
て
、
左
表
の
と
お
り
引
き
上
げ
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
、
あ
ら
た
に
70
歳
に
な
る

人
で
、一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
人（
所

得
区
分
が
現
役
並
み
所
得
者
）
以
外
の

人
の
窓
口
負
担
が
、
２
割
に
変
更
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
４
月
１
日
時
点
で
既
に
70
歳

に
な
っ
て
い
る
人（
昭
和
19
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）の
窓
口
負
担
は
、

引
き
続
き
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。

※ 「
現
役
並
み
所
得
者
」の
人
は
、
３
割
の
ま

ま
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

毎
月
の
負
担
上
限
額
は

　
　
　

据
え
置
か
れ
ま
し
た

　

１
か
月
の
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た

と
き
に
申
請
す
る
と
支
給
さ
れ
る
高
額

療
養
費
の
負
担
上
限
額
に
つ
い
て
は
、

２
割
に
な
る
人
も
こ
れ
ま
で
の
１
割
負

担
の
人
と
同
額
の
負
担
上
限
額
に
据
え

置
か
れ
ま
し
た
。

※ 

一
定
の
障
が
い
が
あ
り
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
場
合
は
、
今
回
の

改
正
の
対
象
外
で
す
。

後期高齢者医療保険料率改定内容

均等額割

（年額）
所得割率 賦課限度額

改定後

（平成26・27年度）
42,480円 ８．07％ 57万円

現行

（平成24・25年度）
40,773円 ７．71％ 55万円

※所得が低い人については、軽減措置が適用されます。

【均等割額の軽減】

軽減割合
世帯の総所得（収入）金額など

（世帯主と被保険者により判定）

軽減後の

均等割額

（年額）

９割
基礎控除額（３３万円）を超えない世帯のうち、被保険者全員が年金収入

８０万円以下（そのほか各種所得がない場合）の世帯
４，２４８円

８．５割 ３３万円を超えない世帯のうち、９割軽減に該当しない世帯 ６，３７２円

５割

※ これまでは複数世帯が対象でしたが、単身世帯も該当になり、軽減対象となる
所得基準額が引き上げられます。

【改正後】  ３３万円＋２４万５千円×世帯の被保険者数 を超えない世帯

（例：夫婦世帯 年金収入 妻８０万円以下、夫 ２１７万円以下）

【改正前】  ３３万円＋２４万５千円×世帯主以外の被保険者数

を超えない世帯

（例：夫婦世帯 年金収入 妻８０万円以下、夫 １９２万５千円以下）

２１，２４０円

２割

※ 軽減対象となる所得基準額が引き上げられます。

【改正後】  ３３万円＋４５万円×世帯の被保険者数 を超えない世帯

【改正前】  ３３万円＋３５万円×世帯の被保険者数 を超えない世帯
３３，９８４円

※所得割額の軽減、被扶養者だった人の軽減は従来どおりです。

平
成
26
年
度
に
お
け
る
保
険
料
負
担
軽
減
に
つ
い
て

　

均
等
割
額
の
５
割
・
２
割
軽
減
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
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《次期介護保険料などの基礎となるアンケートを実施します》
今後の高齢者施策の方向性を定めるため、１，２００人を対象に行います。

問長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

　

倉
吉
市
で
は
、
高
齢
者
に
関
す
る
各

種
の
保
健
福
祉
事
業
や
介
護
保
険
制
度

の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
総
合
的
な
計

画
と
し
て
、
取
り
組
む
課
題
を
明
ら
か

に
し
、
目
標
な
ど
を
定
め
る「
高
齢
者

福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
〜
29
年
度
を
対
象
と
し
た
第

６
期
高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
基
礎
資
料

と
す
る
た
め
、
倉
吉
市
内
の
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
人
の

う
ち
、
無
作
為
に
抽
出
し
た
約
１
，

２
０
０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
す
。

　

受
け
取
っ
た
人
は
、回
答
を
記
入
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
同
封
の
封
筒
で
、

返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

【
返
送
締
め
切
り
日
】

　

５
月
９
日（
金
）

※ 

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
送
付
し
た
人
に
は
質

問
内
容
が
重
な
る
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は

送
付
し
ま
せ
ん
。

《犬の登録と狂犬病予防注射を行います》
犬を飼っている人は必ず登録し、予防注射を受けてください。

問環境課（あ２２―８１６８／い２２―８１３６）

【
持
っ
て
く
る
物
】 

通
知

【
料
金
】

　

登
録
済
の
犬　

３
，
０
５
０
円

　

新
規
登
録
の
犬　

６
，
０
５
０
円

　

犬
シ
ー
ル　

80
円

※ 

動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
環

境
課
、
ま
た
は
注
射
会
場
に
注
射
済
証
を

持
参
し
、
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

※ 

犬
が
高
齢
、
体
調
が
悪
い
時
は
注
射
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
を
改

め
て
他
の
会
場
か
動
物
病
院
で
の
接
種
を

お
勧
め
し
ま
す
。

※ 

普
段
は
お
と
な
し
い
犬
で
も
知
ら
な
い
人

や
犬
が
多
く
い
る
会
場
で
は
興
奮
状
態
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

犬
を
し
っ
か
り
と
お
さ
え
ら
れ
る
人
が
連

れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

② 

首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に
し
、
リ
ー
ド
を

短
く
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

【犬の登録及び狂犬病予防注射実施日程】
実施日 時間 地区 場所

4月 9日（水）
13:30～14:00 明 倫 明倫公民館

14:15～14:45 成 徳 文化活動センター（リフレプラザ倉吉）

4月11日（金）
13:30～14:00 上小鴨 上小鴨公民館

14:15～14:45 小 鴨 小鴨公民館

4月13日（日）
10:00～10:40 明 倫 人権文化センター

10:55～11:45 上 灘 中部総合事務所駐車場

4月14日（月）
13:30～13:50 上小鴨 あたごふれあい人権文化センター

14:05～14:25 小 鴨 長坂新町公民館

4月15日（火）
13:30～14:10 西 郷 西郷公民館

14:25～14:45 上 井 上井公民館

4月16日（水）
13:30～14:10 北 谷 北谷児童集会場（ぬのこ会館）

14:30～15:10 高 城 高城公民館

4月17日（木）
13:30～14:10 上北条 上北条公民館

14:25～14:50 上 井 中部教育会館

4月18日（金）
13:30～13:50 関 金 関金農村女性の家

14:10～14:30 関 金 堀地区多目的研修集会施設

4月23日（水）
13:30～14:20 社 社公民館

14:40～15:20 小 鴨 西倉吉駅跡

4月24日（木）
13:30～13:50 関 金 関金農林漁業者等健康増進施設

14:00～14:20 関 金 市役所関金支所

4月25日（金）
13:30～14:00 灘 手 灘手公民館

14:15～14:45 社 かがやき文化センター

4月28日（月）
13:30～14:00 上 井 上井町１丁目公民館

14:20～15:00 上 灘 上灘公民館

ちゃんと

受けようね！
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～倉吉文芸表彰式～

新しい挑戦でさらなる文芸活動の発展を
２月２３日（日）

　この催しは、県中部地区の文芸活動の発展を目的として毎年

実施されており、今年で５８回を迎えました。今回は、短歌、

俳句、川柳などの７部門に、３９０人から１，３７９作品が寄せ

られ、その中から倉吉文芸賞１１人と、奨励賞、佳作賞を合わ

せた計３５人が受賞。倉吉文芸について、会長の池本一郎さん

は、「出品する人がいてこその文芸誌。馴染みの顔ぶれの中にも、

新しい人が出てきている。そのチャレンジでさらに活力が生ま

れれば」と、若い挑戦者たちへエールを送りました。

～第９回せきがね芸能まつり～

芸能への熱い思いあふれる
３月２日（日）

　関金地区の文化活動団体などが日頃の活動を披露する「せ

きがね芸能まつり」が今年も開催されました。９年目となる

今年は、１１団体が２１のステージを繰り広げ、会場を沸か

せました。歌や踊り、楽器演奏など様々な舞台が披露された

中、平成２５年度文部科学大臣表彰を受賞した「せきがねさ

いとりさし保存会」も、祝狂言として伝承されてきた踊りを

演じました。芸能への深い関心と情熱があふれる地域の人の

熱演に、大きな拍手が送られる温かいイベントとなりました。

～第６６回全国優良公民館表彰～

小鴨公民館が受賞
３月４日（火）

　小鴨公民館が全国優良公民館表彰を受賞しました。この賞

は、全国の公民館のうち、特に事業内容・方法に工夫を凝ら

し地域住民の学習活動に大きく貢献している優良公民館に対

して文部科学大臣より贈られます。昨年の明倫公民館に続き、

市内公民館の受賞は２年連続となります。小鴨公民館は、学

校の授業などに公民館や地域住民が関わる「学校地域連携事

業」を実施。子どもを中心とした地域連携が、地域の誇りの

継承や創造につながっており、その活動が認められました。

～災害発生時における集落排水施設の復旧支援に関する協定調印式～

ライフラインの迅速な復旧を支援
３月１９日（水）

　地震、大雨・豪雨などの災害が発生したときに、ライフラ

インである市内集落排水施設に関する被害状況の調査や緊急

措置、復旧などの検討を円滑に行い、集落排水施設の早期復

旧につなげるため、鳥取県土地改良事業団体連合会と倉吉市

との間で集落排水施設の復旧支援に関する協定を締結しまし

た。調印を終えた木村肇同連合会会長は「いつ起こるかわか

らない災害に備えて、各地に分散する集落排水施設の迅速な

復旧ができるよう支援したい」とあいさつしました。

（11）平成 26.4



浄化槽法定検査を
お忘れなく

　すべての浄化槽には、定期的な

保守点検および清掃とは別に年１

回の法定検査を受けることが義務

づけられています。

　浄化槽は正しい使い方と適正な

維持管理を行わなければ、本来の

機能を十分に発揮することができ

ません。自然環境、身近な生活環

境の保護、保全のため、正しく使っ

て快適に過ごしましょう。

　お申し込みは県知事指定検査機

関の鳥取県保健事業団へ。

 問鳥取県保健事業団（あ０８５７－２３－
４８４３）、下水道課（あ２２－８１７６／い２２－

８１４０）

松崎駅前駐車場の
利用者を募集します

　湯梨浜町では、松崎駅前町営駐

車場の利用者を募集しています。

　近年、環境に優しく経済的なラ

イフスタイルとして「パーク＆ライ

ド」が注目されています。最寄り

駅まで自動車でアクセスし、公共

機関に乗り換えて勤務先などに通

う方法です。車を使う時間が減り、

ＣＯ２排出量削減や大気汚染軽減、

渋滞緩和の効果が期待されます。

　自宅から松崎駅まではマイ

カー、松崎駅から勤務先まではＪ

Ｒ利用で、安心・快適なエコライ

フにご活用ください。

利用料：月額１，５４０円／区画

 問湯梨浜町役場東郷支所（あ３２－１１１１）

重度障がいのある人へ
のタクシーチケット交付

　倉吉市では、重度障がいのある

人の社会参加促進を目的として、

タクシーチケットの交付を行って

います。

【対象者】

　市内に住所があり、次の①～③

のいずれかの手帳を持っている人

① 身体障害者手帳１級または２級

②療育手帳Ａ

③ 精神障害者保健福祉手帳１級

※ 有効または判定期限のあるものにつ

いては、期限の到来していないもの

に限ります

※ ただし、倉吉市障がい者等通院費助

成金を受ける人および、居住地特例

の対象となる施設などに入所、また

は入居している人で、他市町村の障

がい福祉サービスの支給決定を受け

ている人は対象になりません。

【助成内容】

　申請を受けた日から平成２７年

３月までの間の月数に１，５００

円を乗じた額を限度とし、５００

円券のタクシーチケットを交付し

ます。

【申請に必要なもの】

　①～③の手帳、印鑑

 問福祉課（あ２２－８１１８／い２２－７０２０）

ひとり親家庭児童小中
学校入学支度金の支給

　市内に居住するひとり親家庭の

児童が、小・中学校に入学した場

合、保護者に支度金を支払います。

　手続きの詳細については、学校

を通じてご案内します。

【対象者】 ひとり親家庭（母子、父

子家庭）の保護者

※ 生活保護受給者と前々年分の所得税

を課税されている人は除きます。

【支給額】１万円

【必要書類】印鑑、児童扶養手当証

書（受給者のみ）など、請求者本人

の金融機関の預金通帳

【請求期限】４月３０日（水）

 問子ども家庭課（あ２２－８２２０／い２２－
７０２０）

消費税率変更による
水道料金などの変更

　消費税法の一部改正に伴い、上

水道料金、簡易水道料金、量水器

使用料、下水道使用料、および集

落排水施設使用料について、税率

分のみ上乗せします。

　新税率８％の適用は、４月１日

からですが、それ以前から継続し

てご利用の場合は、旧税率の５％

が適用される経過措置があります。

　詳しくは、４月・５月の検針時

に、お知らせ文書と新料金表を配

布しますので、そちらをご覧くだ

さい。

 問水道局（あ２６－１０３１／い２６－３２４２）、
下水道課（あ２２－８１７６／い２２－８１４０）
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４月１日から窓口が変わ
ります

【健康診査の窓口】

　健康診査（国保特定健診・長寿

健診・人間ドック・脳ドック）に

関する窓口が、医療保険課から保

健センターに変わります。

 問保健センター（あ２６－５６７０／い２２－
５６６０）

【未熟児養育医療の申請窓口】

　未熟児養育医療の申請窓口が、

保健センターから医療保険課に変

わります。

※ 未熟児養育医療とは、身体の発達が
未熟なまま出生した乳児が、指定医
療機関に入院・治療する場合の治療
に必要な医療費の一部を支給する制
度です。

 問医療保険課（あ２２－８１２４／い２２－
２９５４）

道路や水路を占用する
際には届け出を

　道路や水路の上、または地下に、

継続して工作物や施設を設置する

場合は、必ず管理者である市また

は県などから、事前に占用許可を

受けてください。

　なお、届け出せずに道路などを

占用していたり、届け出先が分か

らない場合も、管理課にお問い合

わせください。

対象となる例

• 道路にガス管や給水管を埋

設、または電柱を設置する。

• 住宅や店舗の改修工事で、

足場や仮囲いなどが道路に

はみ出す。

• 住宅や店舗前の水路に橋を

架ける。

• 住宅や店舗への出入口の歩

道を切り下げる、または

ガードレールや植栽を撤去

する。

など

 問管理課（あ２２－８１７４／い２２－８１７９）

天神川流域一斉清掃に
ご協力を

　天神川の上流から河口までの堤

防や河川敷を、流域の市町が協力

し、一斉清掃を行います。

　みんなで「美しい天神川」を守り

ましょう。

【とき】４月２０日（日）午前７時～

（予備日：５月１１日（日）午前７時～）

※小雨決行

【集合場所】

実施地区 集合場所

①上北条地区
天神川左岸、新田

橋西詰河川敷

②上井地区１
天神川右岸、新田橋

東詰（水辺の楽校）

③上井地区２
天神川右岸、大塚

橋東詰河川敷

④西郷地区１
天神川右岸、竹田

橋東詰河川敷

⑤西郷地区２
天神川右岸、大原

橋東詰河川敷

⑥上灘地区１
小鴨川左岸、巌城

橋北詰堤防

⑦上灘地区２
小鴨川右岸、三明

寺橋南詰河川敷

⑧上灘地区３
天神川左岸、竹田

橋西詰河川敷

⑨上灘地区４
天神川左岸、大原

橋西詰下流堤防

⑩成徳地区
小鴨川右岸、三明

寺橋南詰河川敷

⑪明倫地区・

　小鴨地区

小鴨川右岸、出口

橋南詰河川敷

⑫高城地区 高城小学校

⑬小鴨地区 養護学校前河川敷

⑭上小鴨地区
小鴨川右岸、大鴨橋

南詰（水辺の楽校）

⑮関金地区 市役所関金支所

※右岸・左岸とは、川の下流に向かっ

ての表現です。

【主催】

　天神川流域一斉清掃実行委員会

 問建設課（あ２２－８１６９／い２２－８１７９）ま
たは関金支所支所管理課（あ４５－２１１１／

い４５－３９６４）

平成２６年度の固定資産
価格の縦覧を行います

　固定資産税の納税者は、縦覧期

間中に限り、所有以外の土地・家

屋の評価額を、土地・家屋価格縦

覧帳簿により縦覧できます。ただ

し、所有資産が土地または家屋の

いずれか一方の場合は、それぞれ

の縦覧帳簿しか縦覧できません。

　なお、借地・借家人などは、使

用または収益の対象となる部分

（ただし、証明する書類が必要で

す。）の固定資産課税台帳を閲覧す

ることができます。

【とき】 ６月２日（月）までの午前８

時３０分～午後５時１５分

※土・日曜日、祝日は除きます。

【ところ】

　税務課、関金支所支所管理課

※ 納税者の代理として縦覧する場合

は、代理人であることを示す委任状

が必要です。

 問税務課（あ２２－８１１４／い２２－１０８７）

関金Ｂ＆Ｇ海洋センター
艇庫を開館します

　カヌーやボートの体験ができる

艇庫を次のとおり開館します。

　指導員のもと、個人や家族で楽

しくカヌーを体験しませんか。

【開館期間】 ４月１６日（水）～

９月２８日（日）

【休館日】毎週月曜および火曜日

【開館時間】午前９時～午後５時４５分

【持参品】着替え、帽子、サンダル、

飲み物など

【利用料金】

（カヌー） 高校生以下 ３００円

一　般 ５００円

（ボート） 高校生以下 ５００円

一　般 １，０００円

※ 利用状況、天候などにより、お断り

することがあります。

 問生涯学習課（あ２２－８１６７／い２２－
１６３８）または海洋センター（あ２８－６３２２）

※ 開館後は海洋センターにお問い合わせ

ください。
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住宅用太陽光発電シス
テムおよび家庭用燃料
電池システム設置者に
補助金を交付します

　環境にやさしいまちづくりを推

進するため、住宅用太陽光発電シ

ステムおよび家庭用燃料電池シス

テムを設置する人に補助金を交付

します。

　受付は先着順となっています。

お早めに申請してください。

補助を受けられる設備
【太陽光発電システム】

　住宅の屋根などに設置した太陽

電池による発電施設のうち、太陽

電池モジュールの公称最大出力の

合計値が１０キロワット未満のもの

【家庭用燃料電池システム】

　経済産業省の民生用燃料電池導

入支援補助金の補助対象設備とし

て指定されたもの

補助を受けられる人
　自ら居住する市内の住宅に、太

陽光発電システムおよび家庭用燃

料電池システムを設置する個人

（集合住宅、賃貸住宅も含む）

※設備の販売および設置工事を行う事

業者は、県内事業者（県内に本店また

は支店などがある事業者）とします。

※同年度内に同施設に対し、この補助

金を複数回使用して設備を増設する

ことはできません。

補助金額
【太陽光発電システム】

　太陽電池モジュールの公称最大

出力１キロワットあたり５万円

（上限２０万円）

【家庭用燃料電池システム】

　設置費用からその他の収入を控

除した額の２分の１

（上限１８万円）

補助件数
【太陽光発電システム】 

　８０件

【家庭用燃料電池システム】 

　３件

 問環境課（あ２２ー８１６８／い２２－８１３６）

公営住宅入居者を募集します

【募集期間】４月７日（月）～１１日（金）

【抽選日】４月２４日（木） 【ところ】市役所第２会議室（本庁舎３階）

【入居可能日】５月１６日（金）

【募集住宅】

（市営住宅）

住宅名 部屋番号 間取り 家賃 戸数 駐車場 風呂

上余戸住宅 207号 ２階/２ＤＫ 23,100円～
45,500円 １戸 １台 有

上余戸住宅 311号 ３階/２ＤＫ 22,900円～
45,000円 １戸 １台 有

鴨川町住宅 220号 ２階/３ＤＫ 27,600円～
54,200円 １戸 １台 有

（受託県営住宅）

住宅名 部屋番号 間取り 家賃 戸数 駐車場 風呂

高城第一団地※ 25号 平屋/２ＤＫ
14,700円～
28,900円

１戸 有 有

※ 高城第一団地の駐車場を使用される場合は、別途使用料が必要です。

※ いずれの住宅も複数申込の場合は、抽選となります。

【入居基準の所得】

① 各種控除後の世帯の所得が、月額１５８，０００円以下

② 高齢者・障がい者・子育て世帯などについては、月額２１４，０００円以下（証

明書などが必要です。）

 問景観まちづくり課（あ２２－８１７５／い２２－８１４０）

Recruiting the residents 
to municipal houses

行政相談所

【倉吉会場】

と　き： ４月１８日（金）

午後１時～３時

ところ： 市役所第３会議室

【関金会場】

と　き： ４月２５日（金）

午後１時～３時

ところ： 高齢者生活福祉セン

ター（関金宿）

 問総務課（あ２２－８１１２／い２２－１０８７）

くらよし農家相談会

と　き： ４月１６日（水）

午前９時～午後３時

ところ： 市役所 北庁舎会議室

（３階）

内　容： 農地の利用調整、担い

手確保など農業全般

 問農林課（あ２２－８１５７／い２３－９１００）、
または農業委員会事務局（あ２２－８１７１）

市民生活相談窓口

　生活全般の相談窓口です。

 問地域づくり支援課（本庁舎３階／あ２２
－２７１７／い２２－８２３０）

多重債務・法律相談会

と　き： ４月１５日（火）

午後１時３０分～４時

ところ：倉吉未来中心

内　容： 弁護士や司法書士など

による、無料面接相談

です。（要事前予約）

 問 中部消費生活センター（あ２２－３０００）

 中部消費生活センター開所日

の変更について

　４月１日から土曜日の相談を

受け付けします。

　お気軽にご相談ください。

開所日： 火曜日～土曜日

開所時間： 午前９時～

午後５時３０分

 問 中部消費生活センター（倉吉交流プラ
ザ２階 あ２２－３０００）
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各交通機関の運賃改定
のお知らせ

　４月１日（火）から消費税率の引

き上げに伴い、各種交通機関の運

賃・料金が改定されます。

　詳しくは各関係機関にお問い合

わせください。

交通機関 問い合わせ先
【鉄道】

ＪＲ西日本米子支社
倉吉駅

あ２６ー１３６０

【バス】

日ノ丸自動車（株）
倉吉営業所

あ２６ー４１１１

日本交通（株）
倉吉営業所

あ２６ー１１１５

【タクシー】

日本交通（株）
倉吉ハイヤーセンター※

あ２２ー７１１１

日ノ丸ハイヤー あ２２ー３１５５

中央タクシー（株）※ あ２２ー７１１１

倉吉交通（株） あ２２ー１５１１

※は同一窓口で受け付けます

 問総合政策課（あ２２－８１６１／い２２－
８１４４）

高速バスの減便と
ダイヤ変更のお知らせ

　４月１日（火）から鳥取・倉吉～

広島間高速バス「メリーバード号」

が１往復減便になり、朝・晩２往

復の運行になります。

　なお、広島まではお得な往復割

引をご利用ください。

【往復割引】

　倉吉駅～広島バスセンター

　往復７，２００円（片道４，０５０円）

　※関金温泉からは片道３，９００円

 問広島線予約センター（あ２６－２５２６）

観光商品開発事業など
に補助金を交付します

　倉吉市の観光振興を図るため、

伝統産業・文化・建造物・自然環

境・農林水産物などの資源を活用

した観光商品づくりに取り組む住

民、企業などを支援します。

【対象事業】

① 観光資源の発掘、調査もしくは研究

または観光商品の開発を行う事業

② 開発した観光商品の販売またはＰＲ事業

③ 既存の観光商品を活用した新たな観

光商品の開発を行う事業

④ その他観光資源を有効活用し、観光

商品の造成または充実を図る事業

【補助金額】 上限２５万円

（補助率１０／１０）

【募集期間】４月１日（火）～５月９日（金）

 問観光交流課（あ２２－８１５８／い２２－
８２３０）

大人のダイエット・カ
ヌー教室受講生募集

　カヌーの基本を簡単なレクリ

エーションを交えながら楽しく習

得し、毎月１kgの体重減少を目

指す教室です。カヌー経験が全く

ない人でも安心してお申込みくだ

さい。

【期間】５月１４日（水）～９月２４

日（水）の毎週水曜日と金曜日

【ところ】

　関金Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫

【時間】午後１時３０分～午後３時

【対象者】高校生以上の市内在住者

【定員】１０人

※ 応募者多数の場合は先着順

【受講料】１，８５０円

【持参する物】

　濡れてもよい服装と運動靴・帽

子・タオル・飲み物

【申込期限】４月２６日（金)まで

 問関金Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（あ２２－
８１６７）

カヌー教室の受講生を
募集します

　オリンピック競技にもなってい

るカヌースプリントの基本を楽し

く学び、全国大会で入賞を目指す

教室です。

　カヌー経験が全くないお子さん

でも基本的なことから練習します

ので、安心してお申込みください。

【期間】

（第１部） ４月１２日（土）～６月

２１日（土）の間の土曜日

と日曜日

（第２部） ６月２２日（日）～９月

２８日（日）の間の土曜日

と日曜日

【ところ】

　関金Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫

【時間】

（第１部）午前９時３０分～正午

（第２部）午後３時～５時３０分

【対象者】 市在住の小学３年～６年生

【定員】１０名

【受講料】

（第１部） ８００円

（第２部） ４，３５０円

【持参する物】

　濡れてもよい服装と運動靴・帽

子・タオル・飲み物

【申込期限】

　定員に達するまでは随時申込み

を受け付けます。

※ ４月中旬までに定員に達しない場合

は市外の人も受け入れます。なお、

大会、事業などにより、開催時間な

どが変更になることがあります。

 問関金Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（あ２２－
８１６７）
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湯中運動リーダー養成
講習会の参加者募集！

　湯中運動リーダ－になって、教

室を盛り上げていきませんか。

　講習会に参加し、試験に合格す

ると湯中運動リーダーとして認定

証を交付します。基礎から始めま

すので、初心者でも安心してご参

加いただけます。

無料体験日

【とき】 ４月１６日（水）

午前９時～正午

※ 講習会は５月１４日（水）～７月３０

日（水）までの毎週水曜日を予定して

います。（全１２回）

【ところ】グリーンスコーレせきがね

【参加費】無料

※ グリーンスコーレせきがねの入浴料

が別途必要です。大人４００円、回

数券（１１枚つづり）３，５００円です。

【参加資格】

　どなたでもご参加いただけます

【持参するもの】

　水着（貸出あり）または濡れても

よいTシャツ・短パンなど、タオ

ル・お茶

 問関金温泉旅館組合（あ４５－３７３７／い
４５－３７４７）、長寿社会課（あ２２－７８５１／

い２２－２９５４）

　言葉を通じて韓国文化に触れ、相互理解を図るこ

とを目的に韓国語講座を開催します。語学を磨いて

韓国を身近に感じましょう。

【期　間】５月～平成２７年２月

【ところ】倉吉交流プラザ 第１研修室

【講　師】鄭
チョン

 然
ヨンウック

旭（倉吉市国際交流員）

【クラスおよび内容】

【受講料】１クラス　１，０００円（年間）

【教材費】本人負担（２，０００円程度）

【申込締切】４月２５日（金）

※ 各教室ともに定員になり次第締め切ります。

【申込方法】電話またはファックスでお申し込みください。

※ 昨年度の続きからスタートしますが、初めての人も歓迎

します。また、いずれも全２０回程度を予定しています。

クラス 開催曜日・時間（月３回程度） 開講日 定員 内容

入門 木曜日 午後６時30分～７時30分 ５月15日（木）20人 韓国語で日記を書いてみよう

初級 火曜日 午後６時30分～７時30分 ５月13日（火）40人 韓国旅行が楽しくなるように日常会話を習おう

中級（昼）木曜日 午後２時～３時 ５月15日（木）30人 いろんな表現を学ぼう

中級（夜）火曜日 午後７時40分～８時40分 ５月13日（火）40人 〃

応用 木曜日 午後７時40分～８時40分 ５月15日（木）20人 韓国語を極めよう

韓国語講座の受講生を募集します
 問観光交流課（あ２２－８１５８／い２２－８２３０）
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健康農園を利用して気軽に農作業を
　健康農園の利用者を募集します。

 問農林課（あ２２－８１５７／い２３－９１００）

募集区画と利用料

◆倉吉健康農園
【募集区画】
　第１農園：９区画
　第２農園：13区画
　第３農園：７区画
　第４農園：19区画
【利用料】
　66㎡：5,000円／年
　33㎡：2,500円／年

23

入口看板

第４農園

第３農園

第２農園

第１農園

至 北栄

至 関金町

◆関金健康農園
【募集区画】
　第１農園：７区画
　第２農園：２区画
【利用料】
　44㎡：3,700円／年
　30㎡：2,500円／年

倉吉健康農園倉吉健康農園

関金健康農園関金健康農園

313

第２農園

第１農園

倉吉
信用金庫

倉吉西支店
関金出張所

至 

岡
山

大谷大谷

関金宿関金宿

※ 栽培した農作物などを販売す
ることはできません。
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協働のまちづくり活動
助成団体を募集します

　自主的で公益的な市民活動に対

して助成します。

　皆さんの独自の発想と専門性を

生かし、地域の多様なニーズに対

応する事業を実施する市民活動団

体を募集します。

【応募資格】

　市内で活動する５人以上の市民

活動団体

【募集団体】

第１回　新規１団体、継続４団体

第２回　新規１団体、継続２団体

※ 募集状況により変動することがあり

ます。

【助成金額】

　新規事業：上限１０万円

　継続事業：上限５万円

※ いずれも対象経費の１０／１０が助

成されます。

【応募期間】

第１回　４月１日（火）～３０日（水）

第２回　９月１日（月）～３０日（火）

【申請方法】

　所定の申請様式により、地域づ

くり支援課窓口へ直接提出してく

ださい。

※ 申請書類は、市ホームページからダ

ウンロードするか、直接請求してく

ださい。

 問地域づくり支援課（本庁舎３階／あ２２－
８１５９／い２２－８２３０)

発掘調査作業員の登録
募集を行います

【作業内容】市内の遺跡の発掘作業

【作業時間】午前９時～午後５時

※土日祝日、雨の日を除く

【雇用期間】約１～４ヶ月程度

【応募資格】健康で各自作業現場に

通勤可能な人、未経験者も可

【募集人数】５０人程度

【受付日時】 ４月９日（水）・１０日（木）

午前１０時～午後５時

※ 受付時に面接を行います。登録は先

着順ではないので、都合の良い日時

においでください。

【ところ】 倉吉歴史民俗資料館研修室

 問文化財課（あ２２－４４１９／い２２－２３０３）

埋蔵文化財内務作業員
を募集します

【作業内容】遺物の洗浄・復元など

【勤務時間】平日週３・４日程度

午前８時３０分～午後５時１５分

【雇用期間】１０ケ月程度

【募集人数】７人

【応募方法】写真付き履歴書を文化

財課まで持参、または郵送

【応募締め切り】

　４月１０日（木）午後５時まで

※ 郵送の場合も期間内に到着したもの

に限り受け付けます。

【選考方法】製図、トレースなどの

実技試験および面接

【試験日】４月１６日（水）

※ 試験時間などの詳細は、後日、本人

に連絡します。

 問文化財課（あ２２－４４１９／い２２－２３０３）

湯中運動教室の参加者
を募集します！

　湯中運動は、温かい温泉に浸か

りながら、手足を交互に動かした

り、湯上りにストレッチ体操とペ

アマッサージをすることで、筋肉

と関節のバランスを整えること

で、動きやすい身体に変わってい

く効果があります。

　慢性的な肩・腰・ヒザ・股関節

の痛みにお困りで、元気になりた

い人に適した運動です。

　まずはお気軽に無料体験に参加

ください。

　この機会に湯中運動を始めてみ

ませんか。

ヒザ・腰シャキッと
湯中運動教室無料体験日

【とき】 ４月１５日（火）

午前９時～１１時３０分

※ 教室は５月１３日（火）～７月２９日

（火）までの毎週火曜日を予定してい

ます。（全１２回）

【ところ】せきがね湯命館

【参加費】無料

※ ただし湯命館の入浴料が別途必要で

す。入浴料は、大人８００円、回数

券（１１枚綴）５，０００円です。

【参加資格】市内在住の人

【持参するもの】

　水着（貸出あり）または濡れても

よいTシャツ・短パンなど、タオ

ル・お茶

 問関金温泉旅館組合（あ４５ー３７３７／い
４５－３７４７）、医療保険課（あ２２ー８１２４／

い２２ー２９５４）

地方配送いたします。

一般コシヒカリ ２,９００円/10ｋｇ
三朝コシヒカリ ３,１００円/10ｋｇ

２,７００円/10ｋｇコシヒカリブレンド

 
ぇ

（アメダス観測所タワー西側）／

奥出雲はざかけ
         コシヒカリ ３，４００円/10ｋｇ

３８０円/1ｋｇ新米モチ米

玄米（コシヒカリ） ７,７００円/30kg
２,８００円/10ｋｇきぬむすめ

今月の福祉補聴器相談会今月の福祉補聴器相談会
日時： 月4 23日（水）AM10：00～12：00
場所：市役所東庁舎１階 福祉課横　倉吉市福祉事務所

相談会は、毎月第四水曜日です。

TEL0858-22-5551 営業時間 あさ9時～よる7時（木曜定休）
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全日本少林寺流空手道連盟「錬心舘」
第７回鳥取地区ー近県青少年交流大会
～日頃の稽古の成果をご覧ください～

　少年たちによる形試合、形演武、大人による武

器術、試
ためしわ

割りなどの模範演武を行います。どなた

でも見学できますので、お気軽にお越しください。

と　き： ４月６日（日）午前１０時～午後４時

ところ： 倉吉農村環境改善センター

（さんさんプラザ倉吉）

入場料：無料

 問錬心舘空手道鳥取支部（師範 米田庸
のぶたか

恭 あ／い２８－５４６６）

ソロプチミスト倉吉
＜チャリティバザー開催のお知らせ＞
～地元の皆さんとのコミュニケーション～

　リサイクル品、会員の手作り品、さくら作業所

コーナー、珈琲コーナーなど毎年好評のバザーです。

と　き： ４月１２日（土）午後１時～

ところ：倉吉まちかどステーション

※ 収益金は地元の福祉施設などに寄付されます。

 問国際ソロプチミスト倉吉（あ２２－１１５４／い２２－１１５０）

齋
さいとう

藤友
ゆ き

紀チャリティコンサート

～お子様連れも大歓迎です！～

　「みんなのバリアフリーコンサート」に出演され

ている齋藤友紀さんのフルートコンサートを開催し

ます。

と　き： ４月１９日（土）

午後２時～３時３０分

（開場 午後１時３０分）

ところ：倉吉未来中心小ホール

演奏者：齋藤友紀（フルート）、垣内　敦（ピアノ）

入場料： 小学生　無料／中・高校生　５００円／

一般　１，０００円／障害者手帳をお持

ちの人および介助者は無料です。

※ コンサートの収益金はすべて「倉吉市肢体不自由児・

者　父母の会」に寄付されます。

 問実行委員会（担当 酒井あ０９０－９７３２－３５３６）

関金つつじ温泉まつり

～ぜひお出かけください！～

　温泉街に設置したいくつかの関所ゲームで得点

を競い、商品を獲得する自由参加のメインイベン

トをはじめ、旨いもん大集合、温泉旅館入浴無料

開放など楽しい企画が盛りだくさんです。

と　き： ４月２０日（日）

午前１０時～午後３時

ところ：関金温泉一帯

 ■前夜祭

と　き： ４月１９日（土）

午後５時～

ところ：せきがね湯命館駐車場（予定）

内　容： イベントステージ、おもてなし屋台、花

火打ち上げ（午後８時予定）など

 問関金温泉おまつり実行委員会（あ４５－３９８８）

県民による「第九」第７回倉吉公演
合唱団員を募集します！

～経験は問いません、お気軽にご応募ください！～

　１１月３日（月・祝）に倉吉未来中心大ホールで

開催予定の公演の合唱団員を募集します。

募集要件： 県内在住・勤務・活動・在学の人（経験不問）

募集人数： １２５人（ソプラノ３７人、アルト３８

人、テノール・バス各２５人）

会　　費：４，０００円（大学生以下は無料）

※楽譜は、必要に応じて別途斡旋します。

申込方法： 申込書を郵送、ファクスまたは練習会

場へ直接持参してください。

応募期限：５月３１日（土）

初回練習日 （発会式）：４月１３日（日）

午後１時３０分～（成徳小学校）

 問第九倉吉公演事務局（あ／い４９－７６６７）

集仏庵式 立体マンダラ完成記念公開

～魂をこめた木彫りの芸術をご覧ください～　

と　き： ４月５日（土）～５月６日（火・祝）

午前１０時～午後５時

ところ：集仏庵（余戸谷町）

 問 集仏庵（山本竜門 あ２２－８６７５）

第３６回櫻
さくら

杯争奪相撲選手権大会
（第３０回わんぱく相撲全国大会鳥取県予選）

～子どもたちの真剣勝負を目の前で！～

　県内各地より集まったわんぱく力士たちが、熱

戦を繰り広げます。

と　き： ４月２０日（日）午前８時３０分～

※  午前　小学校団体の部／中学校団体・個人の部

午後　小学生個人の部

ところ：市営相撲広場

 問櫻相撲振興協議会（あ２２－３０４２）
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コミュニティプラザ百花堂 展覧会・展示会

～力作の数々をご覧ください～

開催日 催事内容

４/２（水）～４/７（月）《第９回》五彩会展
４/９（水）～４/14（月）南場 優 個展
４/16（水）～４/21（月）「四季彩彩」写友３人展
４/23（水）～４/28（月）一美会展

問コミュニティプラザ百花堂（あ２２－６８１１）

から
のお知らせ

倉吉スポーツセンター

 葵町５９１－１（あ２２－５６７４／い２２－５６８４）

【利用時間】午前８時３０分～午後１０時

 ■倉吉市営陸上競技場

土曜陸上記録会＞４月１９日（土）

第５３回鳥取県陸上記録会＞４月２９日（火・祝）

 ■倉吉市営武道館

中部地区春季柔道大会＞４月１３日（日）

第９２回鎮霊神社奉納剣道大会＞４月１３日（日）

 ■倉吉市営相撲広場

第３６回櫻杯争奪相撲選手権大会＞４月２０日（日）

 ■倉吉市営野球場

第６９回国民体育大会・軟式野球競技中部地区予選会

＞４月６日（日）・２０日（日）

倉吉市スポーツ少年団軟式野球交流大会＞４月１２日（土）

鳥取県還暦軟式野球県大会＞４月１３日（日）（予備日１９日（土））

第３４回全日本学童軟式野球大会倉吉市予選会

＞４月２６日（土）・２７日（日）（予備日２９日（火・祝））

 ■倉吉市営関金野球場

高松宮賜杯第５８回全日本軟式野球大会中部地区予選会

＞４月６日（日）・１３日（日）

第６９回国民体育大会・軟式野球競技中部地区予選会

＞４月１３日（日）

第３４回全日本学童軟式野球大会倉吉市予選会

＞４月２６日（土）

 ■倉吉市関金農林漁業者等健康増進施設

倉吉市スポーツ少年団バレーボール交流大会

＞４月２９日（火・祝）

伯耆しあわせの郷

 小田４５８（あ２６－５５８１／い２６－５６３３）
【利用時間】午前９時～午後８時 【休館日】 月曜日
 ■受講生募集

教室名 とき 定員 受講料

カフェ風ごはんで lunch!
「タコライス、ほうれん
草サラダ、いちごのレア
チーズムース他」

４月12日（土）
午前10時～

午後1時
15人 500円

韓国料理教室
「ウゴジ(干し白菜)牛肉
スープ、ウゴジチヂミ他」

４月13日（日）
午前10時～

午後1時
36人 500円

※ 申し込みは、４月３日（木）から先着順に受け付け、定員
になり次第締め切ります。各教室とも、受講料のほかに
材料費などが必要です。

 ■第２２回伯耆しあわせの郷ゲートボール大会

と　き：４月２５日（金）午前９時３０分

ところ：伯耆しあわせの郷ゲートボール場

リフレプラザ倉吉（倉吉市文化活動センター）

 住吉町７７－１（あ／い２３－６０９５）

【利用時間】  火～土曜日 午前９時～午後１０時
※日曜日は午後６時まで

【休館日】月曜日
 ■リフレプラザ倉吉が開館します

　耐震工事のため昨年度から閉館していた「倉吉市

勤労青少年ホーム」が「倉吉市文化活動センター（愛

称は引き続き「リフレプラザ倉吉」）」として生まれ変

わり、４月１日（火）から開館します。

 問観光交流課（あ２２－８１５８／い２２－８２３０）
 ■モーニングシネマ（無料）

と　き：毎週火曜日　午前１０時～

開催日 タイトル
４月８日（火） 白い恋人たち

４月15日（火） 砂の惑星

４月22日（火） ５つの銅貨

４月29日（火・祝）オルフェ
５月６日（火・祝）ブルーハワイ

 ■リフレサロンコンサート（無料）

佐々木まゆみソプラノ・コンサート

＞４月１５日（火）午後６時３０分～

山本亜美ピアノ・コンサート

＞５月１日（木）午後６時３０分～

 ■ 未来を創る「ビジネスパーソン育成講座」受講者募集

と　き：４月１０日（木）午後７時～９時

講　師：㈱ＳＭＣ　松田 龍太郎

申込方法： リフレプラザ倉吉へ直接電話申し込み

内　容：《第１期》「企業家精神４月号」特別講座

 ■展覧会・展示会

【企画展】 

　計羽孝之写真展「神崎神社の造形」

＞４月１日（火）～４月１３日（日）

　福島多暉夫写真展「神仏のおわします山 大山」

＞４月１５日（火）～４月２９日（火・祝）

EVENT INFORMATION

まちのイベント
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●Examination 検診・健診
問保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

◇がん検診に関する申込みについて

　休日健診、午後からの３種目検診（胃がん・肺がん・

大腸がん）、レディース検診（地区公民館などで行う

子宮がん・乳がん検診）、厚生病院での子宮がん・乳

がん検診は、日時と定員が決まっていますので、保

健センターに申し込みが必要です。

　また、８５歳以上で、がん検診・長寿健診の受診

を希望する人は、申し込みをいただいてから受診券

を送付しますので、保健センターに申し込んでくだ

さい。
※ 日程など詳しくは「くらよし健康ガイド」をご覧ください。

【申込み開始】４月１４日（月）から

問 保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

◇ 成人の健診・健康づくりの手引き
「くらよし健康ガイド」をご活用ください

　平成２６年度「くらよし健康ガイ

ド」を自治公民館などを通して各世帯

に配布しました。健康管理にご活用

ください。

　また、以下の場所にも設置してい

ます。

【設置場所】

市民課・医療保険課・保健センター・

市立図書館・関金支所ほか
問 保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）
または、医療保険課（あ２２―８１２４／い２２―２９５４）

●Prevention&Care 介護予防とケア
問 長寿社会課（あ２２－７８５１／い２２－２９５４）

健康で活力ある生活を送るために

～基本チェックリストにお答えください～

　足腰の老化など、加齢に伴う生活機能の低下をい

ち早く発見する取り組みの一環として、４月下旬に、

要介護認定を受けていない倉吉市内の６５歳以上の

人に「基本チェックリスト」を送付します。

　回答を記入し、チェックリ

ストを同封の封筒で返送して

ください。
※ 内容を長寿社会課で確認し、介

護予防の必要がある人には個別

に通知します。

介護用品購入費の助成があります

　次の①・②の両方に当てはまる場合に、介護用品

の購入費を助成します。

① 要介護認定で要介護４または５と認定された人を

在宅で介護している場合

② 介護されている本人の世帯および介護している人

の世帯が市民税非課税の場合

対象品目： 紙おむつ・尿とりパット・清拭剤・介護

用使い捨て手袋・使い捨て清拭タオル・

ドライシャンプーなど

助成方法： 倉吉市に登録のある店舗で使用できる介

護用品購入助成券を支給

助成額：年額５万円以内

はり・きゅう・マッサージ施術費の助成があります

　次に該当する場合に、はり・きゅう・マッサージ

の施術費を助成します。

対象者： ７０歳以上の人または６５歳以上の後期高齢者

医療を受けている人で、住民税非課税の人

助成方法： はり・きゅう・マッサージ施術機関で施

術を受ける際に使用できる助成券を支給

助成額：年額１２，０００円以内

４月の認知症の人と家族の会「家族の集い」

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱え

ている悩みを語り合い、情報交換したり、なんでも

話し合える場です。お気軽にご相談ください。

【倉吉会場】 とき：４月１７日（木）午前１０時～正午

ところ：倉吉交流プラザ

【関金会場】 とき：４月３日（木）午前１０時～正午

ところ：高齢者生活福祉センター（関金宿）

４月ホッといきいき教室～介護予防教室参加者募集～

とき： ４月１８日（金）

午前１０時３０分～午後３時

内容：（午前） 『「楽しい」は生きる力！』

講師：玉木正枝さん（福祉レクワーカー）

　　　（午後） 自由時間

（脳トレクイズ、ニュースポーツ、健康

相談など）

ところ：グリーンスコーレせきがね

参加料： １，４００円（昼食・入浴料）

対象者：６５歳以上で、介護認定を受けていない人

※ １週間前までに申し込み、

欠席は必ず前日までご連絡

ください。

※ 送迎希望の場合は、送迎し

ますのでご連絡ください。
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子どもの日 お祝いランチづくり

　ようやく暖かい春がやってき

ました。

　今回は、端午の節句に向けて、

お祝いランチを作ります。

　どんなランチができるかお楽

しみに！

とき： ４月２５日（金）

午前９時４５分～正午

集合場所： 子育て総合支援セン

ター「おひさま」

※ 集合後、上灘公民館調理室に移動します。

対象： 離乳食後期以上の子どもと

保護者

講師： 子ども家庭課・保健セン

ター栄養士

持ってくる物： エプロン、三角巾、

お茶、おしぼり、

子ども用のフォー

クなど

申込期限：４月１９日(土)

申込先： 子育て総合支援センター

「おひさま」

※ 保護者のみ調

理室に入って

作ります。

※ 託児の必要な

人は事前に申

し込んでくだ

さい。人数に

制限があります。

◇乳幼児健康診査

【６か月児】平成２５年１０月誕生

とき:５月１４日（水）、１５日（木）

【１歳６か月児】平成２４年１０月誕生

とき:５月９日（金）、１３日（火）

【３歳児】平成２３年４月誕生

とき:５月２日（金）、８日（木）

【共通事項】

受付:午後１時～１時２０分

ところ:保健センター

持ってくるもの： 母子健康手帳、

アンケート用紙

◇ マタニティサロン（妊婦の交流・
相談の場）

　４月はお休みです。
※ ５月から子育て支援センター「おひ

さま」で開催します。

◇ 育児相談（身体測定・子育て・栄
養相談）

とき： ４月１４日（月）

午前９時３０分～１１時３０分

ところ：保健センター

持ってくるもの：母子健康手帳

◇離乳食講習会※申込必要
内容：離乳食後期について

とき：４月２３日（水）

受付：午後１時～１時３０分

ところ：保健センター

◇歯面フッ素塗布

保健センター

とき： ４月１４日（月）

午前９時３０分

～１１時３０分

午後１時３０分

～３時３０分

持ってくるもの：

　 母子健康手帳、歯ブラシ

 問   保健センター（あ２６－５６７０)

中部歯科医師会 口腔衛生センター

とき： ４月１１日（金）

午後２時３０分～４時３０分

持ってくるもの： 母子健康手帳、

コップ、歯ブラシ
※ 口腔衛生センターに申し込みが必要です。

問 口腔衛生センター
（あ２２－５４７２）

● Baby&Mother 母子保健
問保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

◇心とからだの健康相談

とき： ４月１７日（木）

午後１時３０分

～３時３０分

ところ：保健センター
※ 保健センターに申し込みが必要です。

問 保健センター（あ２６－５６７０／い２６－
５６６０）

◇献血（全血献血）にご協力を

とき： ４月２７日（日） 

午前９時３０分～正午

午後１時～３時

ところ：倉吉未来中心
 問 鳥取県赤十字血液セ
ンター（あ０８５７－２４－

８１０１）

●HealthCare 健康づくり
問保健センター（ あ２６－５６７０／

い２６－５６６０）
｠ ●Play&Bred 子育て総合支援センター「おひさま」イベント問  子育て総合支援センター「おひさま」（あ／い２２－３９１４）

～市報有料広告募集中～

【大きさ】

１号広告　縦５㎝×横１８㎝

２号広告　縦５㎝×横 ９㎝

３号広告　縦５㎝×横 ６㎝

【掲載料】

１号広告　３０，０００円／回

２号広告　１５，０００円／回

３号広告　１０，０００円／回

～市ホームページ

　　有料広告募集中～

【大きさ・形式】

縦５㎝×横 ６㎝

５ｋｂ以内、ＧＩＦ形式

【掲載料】

１５，０００円／月

【掲載場所】

トップページ
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第
42
回
卒
業
式
・
第
37
回
修
了
式
を
挙
行
し
ま
し
た

　

3
月
15
日（
土
）、
第
42
回
卒
業
式
・
第

37
回
修
了
式
を
鳥
取
県
立
倉
吉
未
来
中

心
大
ホ
ー
ル
で
挙
行
し
、
本
科
生
２
５
４

人
、
専
攻
科
生
24
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路

に
向
か
い
希
望
を
胸
に
巣
立
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
山
田
修
平
学
長
か
ら
各
学
科

代
表
に
卒
業
証
書･

学
位
記
、
修
了
証
書

が
手
渡
さ
れ
た
後
、
専
攻
科
国
際
文
化
専

攻
の
修
了
生
4
人
に
教
養
学
士
の
学
位
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

門
出
に
あ
た
っ
て
学
長
は
、「
働
く
意

味
を
し
っ
か
り
と
考
え
、『
傍は
た

』が『
楽ら

く

』に

な
る
よ
う
に
働
き
、
自
ら
学
び
、
生
涯
楽

し
く
習
う
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
時

を
守
り
、
礼
を
正
し
、
場
を
清
め
、
姿
勢

を
正
す
。
そ
う
し
た
生
き
方
を
す
る
と
、

人
生
は
大
き
く
拓ひ
ら

け
ま
す
。
と
り
た
ん

は
皆
さ
ん
の
心
の
故
郷
で
す
。
い
つ
で
も

遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。
人
生
を
前
向
き

に
生
き
る
仲
間
と
し
て
語
り
合
い
ま
し
ょ

う
」と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
の
平
井
伸
治
鳥
取
県
知

事
か
ら
は
温
か
い
励
ま
し
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
学
友
会
会
長 

岡お
か
そ
ら空 

貴た
か
しさ
ん

（
幼
児
教
育
保
育
学
科
）は
、「
皆
様
は
心

強
い
先
輩
と
し
て
、
私
た
ち
を
リ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
輩
方
か
ら
受
け

継
い
だ
伝
統
を
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
け
る

よ
う
、
日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と

送
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
卒
業
生
・
修
了
生
を
代
表
し
、

中な
か
に
し西 

美み

さ砂
さ
ん（
幼
児
教
育
保
育
学
科
）

が「
今
日
卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
地
域
の
方
、
教
職
員
の
皆
様
、

そ
し
て
ど
ん
な
と
き
も
苦
楽
を
共
に
し
て

き
た
家
族
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
自
ら
の

能
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
、
い
き
い
き
と
生

活
し
、
働
き
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
を
築

い
て
い
く
た
め
に
姿
勢
を
正
し
、
学
び
続

け
て
い
こ
う
と
思

い
ま
す
」と
答
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　

最
後
に
蛍
の

光
を
斉
唱
し
、

卒
業
式
・
修
了

式
は
終
了
し
ま

し
た
。

南
大
門
市
場

　

ソ
ウ
ル
の
観
光
で
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所

の
一
つ
が
市
場
で
す
。

　

最
も
に
ぎ
や
か
な
南
大
門
市
場
と
東
大
門
市

場
は
ソ
ウ
ル
２
大
市
場
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
南
大
門
市
場
は
、
市
の
中
央
に
位
置
し
、

活
気
あ
ふ
れ
る
昔
な
が
ら
の
様
子
が
見
物
で

き
、
と
て
も
楽
し
く
な
る
場
所
で
す
。
ソ
ウ
ル

の
中
区
、
国
宝
１
号
で
あ
る
南
大
門
の
隣
に
あ

り
、
こ
の
名
称
に
な
り
ま
し
た
。
地
下
鉄
４
号

線
の
会
フ
ェ
ヒ
ョ
ン賢

駅
が
最
寄
り
駅
で
、
他
に
も
ソ
ウ
ル

駅
、
明

ミ
ョ
ン
ド
ン

洞
駅
、
乙ウ

ル

チ

ロ

支
路
駅
か
ら
も
歩
い
て
行
け

る
距
離
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
市
場
は
、
朝
鮮
王
朝
初
期
の
記
録
か

ら
も
確
認
で
き
ま
す
が
、
壬じ

ん
し
ん
わ
ら
ん

辰
倭
乱（
文ぶ

ん
ろ
く禄

・

慶け
い
ち
ょ
う

長
の
役え

き

）
の
後
、
地
方
か
ら
の
税
金
の
出
納

を
管
理
し
た
宣ソ
ン
ヘ
チ
ョ
ン

恵
庁
の
設
立
に
伴
っ
て
形
成
さ

れ
ま
し
た
。
植
民
地
時
代
は
日
本
の
会
社
が
運

営
し
、
独
立
後
は
商
人
連
合
会
が
構
成
さ
れ
、

運
営
し
て
い
ま
す
。

　

市
場
に
は
、
衣
類
な
ど
の
各
種
繊
維
製
品
や

ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
日
用
雑
貨
、
厨
房
用
品
、
民

俗
工
芸
品
、
特
産
品
や
輸
入
商
品
、
食
品
、
農

水
産
物
な
ど
、
日
常
生
活
に
必
要
な
全
て
の
商

品
の
卸
・
小
売
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

卸
売
は
午
後
10
時
半
か
ら
始
ま
り
、
夜
中
２

時
ご
ろ
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
時
間
帯

の
営
業
は
観
光
客
に
も
人
気
が
あ
り
、
多
く
の

人
が
見
物
に
訪
れ
ま
す
。

　

市
場
の
面
積
は
約
６
万
６
千
㎡（
な
ん
と
市

営
陸
上
競
技
場
の
約
２
倍
！
）、
店
舗
数
約

１
万
店
、
取
り
扱
う
品
目
は
約
１
，７
０
０
種
、

従
事
者
約
５
万
人
、
１
日
の
出
入
客
数
は
30
〜

40
万
人
、
１
日
の
物
資
の
流
動
量
は
搬
出
１
，

７
０
０
ト
ン
、
搬
入
１
，８
０
０
ト
ン
で
す
。

　

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
商
品
が
購
入
で
き
る
た

め
、
気
に
入
っ
た
も
の
を
探
し
て
狭
い
路
地
を

回
る
と
、
道
に
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

地
図
な
ど
を
持
ち
歩
い
た
方
が
良
い
で
す
よ
。

　

広
い
市
場
を
歩
く
と
お
腹
が
す
い
て
き
ま

す
。
そ
の
時
、私
は
よ
く
太
刀
魚
路
地
に
行
き
、

太
刀
魚
の
ピ
リ
辛
煮
付
け
を
食
べ
ま
す
。
大
根

と
一
緒
に
煮
た
太
刀
魚
を
ご
飯
に
の
せ
、
海
苔

に
巻
い
て
食
べ
る
と
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

他
に
も
冷
麺
や
韓

国
式
う
ど
ん
な
ど
、

忙
し
い
商
売
人
が
簡

単
に
食
べ
ら
れ
る
よ

う
な
も
の
も
多
い
の

で
、
立
ち
寄
っ
た
時

に
は
、
ぜ
ひ
味
見
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

No.46

●今月の一言●

「좀
チョムチョム

 싸
ッ サ ゲッ サ ゲ

게 해
ヘ

 주
ジュジュ

세
セ

요
ヨ

」
「少し安くしてください」

南大門市場の入り口南大門市場の入り口
であるゲートの一つであるゲートの一つ

社会に大きく羽ばたいて社会に大きく羽ばたいて

ください！ください！

2014.4（22）



第１回自然ウォッチング　「春の花を楽しむ」
　亀井公園を歩きながらアセビ、ミツバツツジ、ミス

ミソウなど春の花を観察します。

　植物観察を通して春を感じに出かけませんか。

とき：４月１３日（日）午前９時～

集合：関金農林漁業者等健康増進施設（関金宿）

観察場所：亀井公園

第２回自然ウォッチング「春の渡り鳥」
　冬鳥の北帰行が終わると夏鳥が北上してきます。

　４月中下旬の打吹山は、キビタキやヤブサメのよう

に子育てするもの、コマドリのように１週間ほど滞在

して北上するもの、オオルリのように山地に移動する

ものが集まります。

　秋は静かに通り過ぎていきますが、春はさえずりが

あるためわかります。クロツグミの美声を聞いてみま

せんか。

とき：４月２７日（日）午前９時～

集合：博物館裏 駐車場

ところ：打吹山

問市立図書館（あ47―1183/い47―1180）
せきがね図書館（あ/い45―2523）

●Library 市立図書館

◇ ◇
○ △
□ ◇
○

４月の開館日
カレンダー

日月火水木金土

1 2 3 4 5
休館日： ７日、１４日、２１日、２８日、３０日
資料整理休館日：２４日
○おはなしかい（１１：００～）倉
◇ あかちゃんのおはなしかい
（１１：００～）倉
□むかし話をきく会（１１：００～）倉
△おはなしかい（１０：３０～）関

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

問（あ22―4409/い22―4415）

●museum倉吉博物館

【今月のオススメ本】
「ピクニック」

ジョン・バーニンガム／作、谷川俊太郎／訳
（ＢＬ出版）

　おべんとうをつくっ

たら、動物たちをさ

そってピクニックにで

かけよう。

　心が浮き立つような

バーニンガムの絵本

を、詩人 谷川俊太郎

が、やさしく訳してい

ます。

　さわやかな季節のお

とずれを感じられる一

冊です。

　親子や学校での読み聞かせにもどうぞ。

【今月のイベント】
読み聞かせ連続講座第１回

「大人のためのおはなし会」　※事前申込必要

とき： ４月１３日（日）

午前１０時～１１時３０分

ところ：倉吉交流プラザ　第１研修室

講師：鳥取県子ども読書アドバイザー

定員：３０名

※参加費無料

「元気！はつらつ！音読教室」　※事前申込必要

とき： ４月１７日（木）

午前１０時３０分～１１時３０分

ところ：倉吉交流プラザ　第１研修室

定員：１５人

申込締切：４月１３日（日）午後５時

「特許情報相談会（無料）」　※事前申込必要

とき： ４月１５日（火）

午後１時～４時

ところ：倉吉交流プラザ　第２研修室

「起業・経営なんでも相談会」　※事前申込必要

とき： ４月２７日（日）

午後１時～５時

ところ：倉吉交流プラザ　第２研修室

４月の休館日のお知らせ
７（月）、１４（月）、２１（月）、２８（月）

４月の特別展覧会
特別展「与勇輝展～昭和の情景～」

　国内外で活躍中の人形作家・与
あたえ

勇
ゆ う き

輝氏の作品約
１００体を展示。
　「昭和の情景」をテーマに、戦後の明るくたくま
しい子どもたちが、ふとした瞬間に見せる表情な
どを細やかに表現しています。素材にこだわり制
作された作品の数々をぜひご覧ください。

会期：４月１２日（土）～５月１１日（日）

開館記念講演会「倉吉博物館 開館４０周年を迎えて」
とき：４月５日（土）午後３時

ところ：倉吉博物館 第４展示室

講師：名越 勉さん（倉吉博物館協議会 会長）
※申込・参加費は不要

自然ウォッチング 平成２６年度の年間計画
回 と　き 内　容
③ ５/11(日) 午後７時 火星の接近と月と木星をみよう
④ ６/８(日) 午前９時 野いちごを探そう
⑤ ７/６(日) 午後８時 土星と火星をみよう
⑥ ８/30(土) 午前９時30分 おさかな教室
⑦ ９/７(日) 午前９時 秋の木の実を探そう
⑧ 10/８(水) 午後６時30分 皆既月食をみよう
⑨ 11/16(日) 午前10時 天神川のサケをみよう
⑩ １/11(日) 午前９時30分 小鴨川の水鳥をみよう
⑪ ２/８(日) 午後１時30分 冬の木の芽で春を知る

※詳細・変更などは当コーナーでお知らせします。

（23）平成 26.4



ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
本
質
に
迫
る
研
究

　

こ
の
研
究
班
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
が
県

内
に
ど
れ
く
ら
い
い
て
、
ど
ん
な
活
動

を
し
て
い
る
の
か
、
地
域
へ
の
経
済
効

果
は
あ
る
か
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
学
内

で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
集
め
た
情
報
を
も
と

に
、
各
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
地
域
に
癒
し

を
与
え
て
い
る
こ
と
や
、
経
済
効
果
を

得
る
た
め
に
は
、
長
く
地
域
に
根
付
き
、

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必

要
と
、研
究
の
ま
と
め
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
数
多
く
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
徴
を
し
っ
か

り
生
か
す
こ
と
が
大
切
」、「
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
応
援
す
る
こ
と
が
、
地
元
の
Ｐ

Ｒ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
を
述
べ
、
く
ら
す
け
く
ん
、

ゆ
り
り
ん
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

ほ
か
の
研
究
素
材
に
も
共
通
点
が

　

こ
の
発
表
会
で
、
別
の
研
究
班
が
取

り
組
ん
だ
「
鳥
取
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
」
に
、

お
い
し
い
も
の
好
き
の
く
ら
す
け
く
ん

は
興
味
津
々
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
さ
っ
そ
く
お
邪
魔
し
た
の

は
、
３
月
16
日
（
日
）
に
倉
吉
パ
ー
プ
ル

タ
ウ
ン
で
開
催
さ
れ
た
「
２
０
１
４
牛

骨
ラ
ー
メ
ン
ワ
ー
ル
ド
サ
ミ
ッ
ト
」。

　

鳥
取
が
誇
る
Ｂ
級
グ
ル
メ
「
牛
骨

ラ
ー
メ
ン
」
を
全
国
発
信
し
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
「
鳥
取
牛
骨

ラ
ー
メ
ン
応
麺
団
」が
主
催
し
ま
し
た
。

　

香
ば
し
い
牛
香
た
だ
よ
う
牛
骨
ラ
ー

メ
ン
を
満
喫
し
た
く
ら
す
け
く
ん
、
も

ち
ろ
ん
こ
ち
ら
も
大
好
物
の
仲
間
入
り
。

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
Ｂ
級
グ
ル
メ
、
ど
ち

ら
も
地
域
の
Ｐ
Ｒ
と
い
う
ね
ら
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
大
切
な
の
は
、

地
域
に
愛
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
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●倉吉市の人口●

（住民基本台帳）

男：23,425人（－ 32）

女：26,134人（－ 47）

計：49,559人（－ 79）

20,540世帯（－ 27）

（H26.2.28現在）

地域に愛されるということ地域に愛されるということ
（呼ばれてないのに）湯梨浜中学校卒業研究発表会（３月１４日（金））に珍入！（呼ばれてないのに）湯梨浜中学校卒業研究発表会（３月１４日（金））に珍入！

▲ 卒業研究に取り組んだ湯梨浜中学校３年

生の生徒と担任の先生。研究を通じて、

各自治体や団体、企業などを訪問し、さ

まざまな人との出会う中で、地域のこと

を深く学ぶことができました。

▲ 応麺団顧問の平井伸治知事、地元シン

ガーの石川達之さんとともに、「牛骨ラー

メン応麺歌」で会場を盛り上げたよ～。

何より地域に応援してもらわないとね！

　「牛骨ラーメンは、

５０年以上に渡って

鳥取県に根付いてい

る「食文化」といわれ

ています。地域の皆

さんとともにこの食

文化を掘り下げ、見

直し、さらに愛する

ことが大切だと思い

ます。“鳥取といえば

牛骨ラーメン”を全国

に広げたいですね。」

鳥取牛骨ラーメン応麺団

団長　米田良
りょうじゅん

順さん

　

あ
っ
と
い
う
間
に
ま
た
春
で
す
ね
。

一
年
間
の
市
報
づ
く
り
で
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
知
り
、
学
び
ま
し
た
。

何
事
も
勉
強
だ
と
痛
感
。（
Ｅ
・
Ｍ 

）

　

花
粉
や
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
影
響
で
、
く

し
ゃ
み
や
目
の
か
ゆ
み
で
涙
が
止
ま

ら
な
く
な
る
と
、
春
が
来
た
な
と
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
S
・
T 

）

　

花
見
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
ね
。
打

吹
公
園
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
増
え
、
遊

歩
道
も
き
れ
い
に
な
っ
た
の
で
、
行
く

の
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。（
Ｔ
・
Ｆ
）
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発
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る
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研
究
発
表
会
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わ
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る
と

聞
い
た
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す
け
く
ん
。

聞
い
た
く
ら
す
け
く
ん
。

　

県
内
で
活
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す
る
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る

　

県
内
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活
躍
す
る
ゆ
る

キ
ャ
ラ
の
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究
に
取
り
組
ん

キ
ャ
ラ
の
研
究
に
取
り
組
ん

だ
生
徒
た
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を
応
援
す
る
た

だ
生
徒
た
ち
を
応
援
す
る
た

め
、
湯
梨
浜
町
の
キ
ャ
ラ
ク

め
、
湯
梨
浜
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー「
ゆ
り
り
ん
」と
一
緒
に
、

タ
ー「
ゆ
り
り
ん
」と
一
緒
に
、

研
究
発
表
の
場
に
突
然
現
れ

研
究
発
表
の
場
に
突
然
現
れ

る
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
計
画

る
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
計
画

を
実
行
し
ま
し
た
！

を
実
行
し
ま
し
た
！

　

そ
こ
で
、
く
ら
す
け
く
ん

　

そ
こ
で
、
く
ら
す
け
く
ん

が
学
ん
だ
の
は
…

が
学
ん
だ
の
は
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